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研究成果の概要：本研究は食育モデルの科学的評価を目的として、青尐年のための食物摂取頻

度調査票の妥当性と再現性を検討し、「FFQW82 青尐年版」を確定した。青尐年の食育における

重要課題を分析し、適正エネルギー・栄養素摂取、三食適正摂取、特に朝食摂取にフォーカス

した「新食育法」を策定した。新食育法の効果をクラスター無作為化比較試験（RCT）に基づく

家庭連携型食育モデルの効果の科学的評価を行い、青尐年のための効果的食育モデルの構築に

寄与する意義ある成果が得られた。 

 

交付額 

                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

平成 19 年度 2,000,000 円 600,000 円 2,600,000 円 

平成 20 年度 1,500,000 円 450,000 円 1,950,000 円 

総 計 3,500,000 円 1,050,000 円 4,550､000円 

 

研究分野：総合領域 

科研費の分科・細目：生活科学・食生活学 

キーワード：①食育 ②評価 ③クラスター無作為化比較試験 ④FFQW82 ⑤女子中学生 

 
 
１．研究開始当初の背景 

近年、青尐年の食に関する問題点は、高コ
レステロール血症者等の生活習慣病の若年
化（日本学校保健会,2002）、肥満および痩せ
傾向の増大（文部科学省,2003）、中学生の脂
肪エネルギー比は上限値 30％に接近し、朝食
欠食（週２～3 回の欠食）は約 20%（厚生労
働省,2003）などの不健全な食生活による人
間力の減退と混乱が深刻化している。今や食
育は国民的課題であり、食育基本法が制定さ
れた。基本的な施策として、学校・家庭・地
域における効果的食育法の確立が必要であ
る。著者らは科学研究費補助金基盤研究
(C)H17-18 年度 代表渡辺満利子）により、
特に食行動・食習慣で問題の大きいと考えら
れた女子中高生に焦点をあて実態調査を行
い、食育の上での重要課題を検討してきた。
その結果、家庭連携型食育が必要不可欠であ

り、大きな意義があると考えられた。食育推
進には、科学的根拠に基づいて適切に評価さ
れた食育法に則って食教育を推進していく
ことが重要である。そのための評価方法とし
て無作為化比較試験（RCT）による評価は信
頼性が高いとされている。欧米では、学校で
の食育効果を RCTに基づく James ら（2004）
の肥満予防のための食育効果を、肥満予防対
策のための糖分飲料水摂取の減尐効果とい
う観点で検討した RCT 研究、Sallis ら(2003)
の食行動と運動の効果に関する報告、
Kanashiro ら（2000）の思春期女子を対象に
した貧血予防のための食事介入での鉄摂取
増加について検討した地域での食育の評価
研究などが報告されている。一方、わが国で
は、食育法の評価を RCT研究により検討した
ものは殆どなく、欧米諸国に遅れをとってい
る。本研究で提案する、学校における生徒対

研究種目：基盤研究(C) 

研究期間：平成 19 年度～平成 20年度 

課題番号：19500693 

研究課題名（和文）家庭連携型食育モデルの効果の科学的評価  

  

研究課題名（英文）CLUSTER RANDOMIZED CONTROLLED FOR A NEW DIETARY EDUCATION PROGRAM  

WITH HOME PRACTICE  

研究代表者  

渡辺 満利子 （WATANABE MARIKO） 

昭和女子大学・生活機構研究科・教授 

 研究者番号: 20175128 



 

 2 

象の食育カリキュラムを家庭での保護者に
も同時に実施し、その効果を科学的に評価す
るという「家庭連携型食育」効果に関する RCT
研究は国内外において、その重要性にもかか
わらず未だなされていない。食育問題への対
処のためには、現状を科学的、操作的に評価
することにより問題点を明らかにし、効果的
食育法を確立すること不可欠である。申請者
らが基盤研究により行ってきた、女子中学生
とその母親を対象に家庭での食生活・食習慣
の実態調査を行い食育の上での重要課題を
検討し、その特徴として中高生の食育へのア
プローチには、食行動に加えて、ダイエット
意識や自己の体型認識などの年代や特性に
応じた取り組みが必要であることが示唆さ
れた。そして家庭の影響も尐なくなく、食の
自立期として重要な中学生、高校生のための
健康的な食行動への変容は、学校食育を具体
的に家庭での実践を促す家庭連携型食育が
必要不可欠と考えられた。そこで、新食育プ
ログラムは家庭連携型新食育法のカリキュ
ラムを構築し、RCT に基づく新食育プログラ
ム効果の評価が肝要と考え、本申請での研究
を発展させたいと考える。 
 
２．研究の目的 
(1)女子中学生の食事評価のための食物摂取
頻度調査票(FFQW82)の妥当性と再現性の検
討。 
(2)都市部女子中学生を対象として、クラス
ター無作為化比較試験に基づく食事改善の
ための新食育効果の評価 
 
３．研究の方法 
(1) 方法：FFQW82(図 1 参照)の妥当性の検討
は、1週間の秤量調査を gold standard とし，
秤量調査期間を含む第 2回の頻度調査結果か
ら算定した推定摂取量との相関により検討
した． 

一方、再現性の検討は FFQW82 の第 1 回お
よび第 2回の調査結果から算定した推定摂取
量間の相関により検討した．調査開始時
(2007 年４月)に FFQW82 に基づく過去１ヶ月
間の頻度調査を実施し，その直後から 7日間
の秤量調査を行い、さらに調査開始後 1ヶ月
後に第 2 回の頻度調査を実施した．解析対象
は女子中学生 63名（12～13歳）である．FFQW82
は一日合計および朝食，昼食，夕食での推定
摂取量一日合計を，12食品グループ，エネル
ギーおよび 9栄養素について検討した．なお，
データはすべて対数変換したうえでピアソ
ン積率相関係数を求めた． 

 
(2)クラスター無作為化比較試験の研究の流
れを図 2に示す。概要は以下のとおりである。 
 ①研究デザイン：新食育法（介入）と従来
法に基づく教育（非介入）という２種類の食

育法の評価を、クラスター無作為化比較試験
に基づいて行う介入研究である。 
②評価指標：主要評価指標は、研究開始 6ヶ
月後のエネルギー摂取量。副次的指標は栄養
素摂取量、BMI、肥満度。 
③研究仮説：FFQW82 の回答結果に対応した新
食育は、従来型教育に比べて、６ｶ月後のエ
ネルギー摂取量が食事摂取基準の推定エネ
ルギー必要量との差の絶対値が 150kcal以内
になるとした。 
④研究対象：研究対象は、都内の某女子中高
一貫教育校の女子中学生 1年生 6クラス、同
2 年生 6クラス、合計 12 クラスである（介入
群 6クラス、n=237、非介入群 6クラス n=238、
合計 n=475、年齢 12-13歳）。 
⑤目標対象数および設定根拠：対象者は、本
研究の仮説を両側有意水準 5%、検出力 80%、
1クラス 37名としてクラスター割付は介入群
6 クラス、非介入群 6 クラスと設定した。設
定根拠は、対象のエネルギー平均摂取量が
1850Kcal から 150kcal 上昇し、標準偏差値は
400kcal、クラス内相関は 0.02 程度とした。 
⑥解析対象：割付を行った介入群６クラス
(n=237)、非介入群６クラス(n=238)、合計 12
クラス(n=475)のうち、解析対象は６ヵ月後
の調査結果の得られた介入群 6 クラス
(n=228)、非介入群 6 クラス(n=234)、合計 12
クラス(n=459)である。ITTに基づく評価を行
った。 
⑦実施期間：2007年 9月に介入開始前調査を
行い、介入期間を 6 ヵ月とし、10月から 2008
年 3月まで実施。介入終了時に介入後調査を
行った。 
⑧調査内容および調査方法 
調査内容は、①FFQW82 青尐年版調査票に基づ
く 82 項目の食物摂取頻度調査、②43 項目の
食生活調査票に基づくアンケート調査であ
る。調査方法は、各調査票の記入方法を説明
し、自記式で回答を受け、その場で調査票を
回収した。未記入部分に関しては対象者に聞
き取りを行い補完した。③身長・体重測定値
調査は養護教諭が測定し測定値を受けた。こ
れらの①～③に関する調査は、食育介入開始
前調査を 2007 年 9 月に実施し、その後 6 ヵ
月間の食育終了後の 2008 年 3 月に同様の調
査を実施した。 
⑨カリキュラム 
新食育法におけるカリキュラムは、これまで
の事前調査（渡辺ら 2007）に基づき学習目標
を掲げ、女子中学生の食事改善のための学校
での学習内容と教材、及び家庭学習法の 4 項
目について、具体的に企画した。 
新食育法は家庭連携型食育方式とし、保護者
会で食育の目的・具体的方法を説明し、同意
を得た生徒および保護者を対象として食育
を実施した。食育の要点は以下の通りである。 
１．自分のからだ・食事の科学的見方 
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２．朝食・各食事のエネルギー適正摂取 
３．朝食・弁当の事前準備と摂取法 
４．食事改善のための食品と基本調理 
５．適正体重維持・生活習慣病予防法 
 介入方法は、介入期間 6ヵ月間に毎月 2回、
計 12 回の講義および実習も含む食育を実施
し、計 12 回（50 分／1 回）の食育をシラバ
スに基づき介入を実施した。従来法は、保健
および家庭科の授業時での一般的な講義（こ
れは介入群も共通）のみを実施した。 
 新食育法実施にあたり、平成 19 年 9 月初
旬に介入群、非介入群の全対象に対し、栄養
アセスメントのための介入前食事調査
（FFQW82 青尐年版）等を実施し、この分析結
果はフィードバックシートとして、結果報告
書をもって全対象に報告するよう図った。平
成 19 年 9 月中旬に介入群全員を対象に新食
育法に基づく介入を開始し、その後 6ヵ月間
の介入期間に計 12 回（50 分／1 回）の食育
を行い、平成 20年 2月下旬に介入を終了し、
介入後調査を行い新食育法の介入効果の評
価が行えるよう図った。 
⑩クラスター割付法：1 年生 6 クラスを無作
為に介入群、非介入群に割付け、2 年生 6 ク
ラスを同様に割り付けた。 
⑪解析方法：介入効果の分析方法は、12クラ

ス全体で各変数のデータ分布を確かめ、必要
な場合には、下記のように対数変換等をして
そのデータの分布を確認した。必要な変換を
したのち、12クラス単位で、介入前と介入後
の差の平均値と標準偏差値を算出する。⑫生
データおよび対数変換データについて、クラ
ス単位での介入前後の平均値の介入群およ
び(n=6）と非介入群(n=6)の差の平均の検定
を下記のとおり行った。 
a.要約統計量：両群クラス単位での栄養素の
変化（生データ及び対数変換値） 
ｂ.2群の平均値の差の検定：各クラスの平均
値をデータとしてｔ検定 (MODEL0) 
ｃ.線形混合モデルによる介入効果の検定 
(MODEL1) 
d.ベースライン調整を線形混合モデルによ
り検討 (MODEL2) 
(3)対象の個人情報保護、人権保護 
本大学倫理委員会の承認を受けて、「倫理委
員会規定」を遵守した。保護者と生徒を対象
に、調査の目的や内容を説明し、調査に参加
しなくても不利益が生じないことなどを伝
えた。インフォームドコンセントは、調査の
前に保護者に調査依頼説明文を送付し、同意
書に確認の書名という形式で行った（同承認
番号 07-09、2007）。 

 

図 1 FFQW82 の一部 
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４．研究成果 

妥当性に関しては、1 日当たり総エネル
ギー摂取量のピアソン積率相関係数は
0.31であり、主要栄養素ではエネルギー調
整ピアソン積率相関係数は、0.53（たんぱ
く質）、0.42（脂質）、0.28（炭水化物）で
あった。微量栄養素では、0.53（カリウム）
から 0.31（鉄）の範囲内にあった。各食事
別エネルギー摂取量に関しては、朝食のエ
ネルギー摂取量のピアソン積率相関係数
は 0.59 であり、FFQW82 と秤量調査から求
めた実際の値との相違は小さかった（差は
34kcal、差の割合 10%）。昼食、夕食、一日
量の相関は、それぞれ 0.40（差は 75kcal、
15%）、0.32（差は 65kcal、10%）であった。 
再現性は 1 ヶ月後に回答の得られた 60 名
を対象にした検討の結果、1 日当たり総エ
ネルギー摂取量のピアソン積率相関係数
は 0.62 であり、主要栄養素ではエネルギ
ー調整ピアソン積率相関係数は、0.62（た
んぱく質）、0.46（脂質）、0.69（炭水化物）
であった。微量栄養素では、0.76（カルシ
ウム）から 0.63（鉄）の範囲内にあった
(T.1)。 

 

 

 

T.1 Validity and reproducibility of FFQ by nutrients 

Nutrients 
Validity1) Reproducibility 2) 

Energy adjusted   

Energy (kcal) - 0.62  

Protein (g) 0.53  0.62  

Fat (g) 0.42  0.46  

Carbohydrate (g) 0.28  0.69  

Iron (mg) 0.31  0.63  

Calcium （mg） 0.49  0.76  

Magnesium (mg) 0.42  0.70  

Potassium （g） 0.53  0.73  

Dietary fiber (g) 0.45  0.74  

Salt (g) 0.38  0.58  

 

1) Pearson correlation of estimated energy from  

 the second FFQ and actual energy from dietary 

record 

2) Pearson correlation of estimated energy from 

the second FFQ and estimated energy from the first 

FFQ 

 

 本研究では FFQW82（食物摂取頻度調査票
FFQW65 の再考版）の女子中学生を対象とし
た妥当性と再現性の検討し、女子中学生の
食事評価に有用となるエネルギー及び栄
養素摂取量について、食事別に指導前後で
の効果の大きさなどの相対的評価に利用
可能と考える。食育において信頼性が高く、
簡便な FFQW82 調査票による個人や集団の
食事摂取状況の把握と、その問題点を的確
に捉えた科学的根拠に基づく、発達段階に
応じた的確な栄養教育における具体的な
動機付けは重要な課題であり、FFQW82 の利
用は栄養教育の効果的な推進に資すると
期待される。 
 クラスター無作為化比較試験では、エネ
ルギー及び栄養素摂取量は全体的に低下
傾向を示すクラスが多かった。しかし、介
入群は非介入群に比べその低下傾向は朝
食及び夕食、1 日エネルギー摂取量におい
て小さかった（朝食 p<0.10、夕食 p<0.05）。
栄養素摂取量に関しても、カルシウム、マ
グネシウム、食物繊維などで、介入群は非
介入群に比べて摂取量の低下が小さい傾
向がみられた。一方、昼食は両群間で有意
差は認められなかった。以上の結果から、

図 2 介入研究の流れ 
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家庭連携型新食育法の効果がその大きさ
はちいさいものの、特に朝食、夕食で出て
きた可能性が考えられた。EBN に基づき食
育プログラムの効果をクラスター無作為
化比較試験に基づき検討することは、教育
現場などでのクラスごとに実施する食育
による食生活改善のための評価には有用
な方法であると考える。 
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